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、

価

糖

艶

に

も

大

塾

在

灘

掠

あ

彗
、

ひ

と

く
く

夏

宣
占
伽
唯

無

謀

か
つ

棋
理

は
承

拙
椚

圭
・

旧

取

桐

と

巷

ｏ

た
．．

大

圭

か

に

議

布

と
、

７

｝
プ

岬

糠

れ
在

盤

支

苫

こ

と

な

く
駝

来
切
皿

多

ル
に
こ

だ

な

た
ゲ
ル
ー
プ

と
、

摘

鶴

舶

に

漸

Ｌ

い

方

嗣

を

鍵

蕪

Ｌ

よ
、
つ
ヒ

い
、
■

雀

－
プ
に
曾

究

管

暑

套
岨
、
デ
ジ

菟

毅
櫛

．

在

ど

こ

に

蒲

用

し

た

ア

ン
プ

竜

冊

か
、

メ
リ

。

ト

が

あ

碁
岬
か

蓉
一、

こ

れ

斐

鐘

帥
斑

葦

蟻

び
つ
か

な
い
珊
で
あ

れ
は
、

執

た
ち
オ
ー

万

ワ

ζ

に

暮

’
」
輯

在

基

人

簸

が

せ

で

あ

弓
、

謡

纐

だ

け

で

艇

わ
ｏ

享

」
ま

う
占

モ

椚

披

補

が

ど

こ

に

括

塑
、一

簑

、
い
よ

弓

と
、

薮

誉

童

け

れ
ぱ

音

れ

で
よ
い
と
い

弓
尊

え
方

隻
荊

句
、

オ

ー

茸

寺

肥

嘔
雑
で

は
こ
れ
が
宝

流
か
も
し

れ

吐
い．山

し

か

ｋ

童
し
、

髄

来
岬
錐

旗
、
出
誰

畠

れ

た

物

麓

薙

人

製

珊
７

レ
プ

を
、

蛮

え

て
Ｌ

ま
”
「
寵

充
が

あ

葛
肥
か
、

ど
凹

く
畠

お

繁
力

な
珊
か
、

朝

個

＃

の

製

晶

に

潤

し
一
」
は

レ

ポ

；

ト

仰

蛾

専

だ

が
、

持

邊
し

た

い
モ

デ

ル

豊

ヨ

灘

構

取
巾、
ヒ

げ

た
い
，

；

は
中
ケ

ト
椚

箏

至

君

五
Ｄ

で
あ
一
屯
止

縄

斡

芭
丁
ジ

芋
ル
ア

与

肚

呼
べ

届
呵
暗
、

普

義

哩

否

て
、
ヂ
妾

兎

欄
聾
露

鑑
盤
け
λ
打
る
止喘

箇
舶

な
メ
リ
宇
ト
耕
兼

欝
に
大

註
い
と
感
じ
童
せ
島

れ

た
、

こ
肥

了

｝
プ

帥

蜴

合
、

了

ナ

邊

珂
門
…
ツ

蛙

出

カ

鞍

に

島

岳

Ｌ

と

Ｏ

に

よ

る

螂
「

パ
耳

裏

几

亨

；

た

け

で

あ

る
、

Ｌ

か

し

ヂ
ザ

甘

冊

傭

勢

だ

か
皿
ｂ
接

が

褒
わ

ら

糞

、

と
い
弓
仰

は
証

し

く
在
い
吐

ヂ
ジ

中
几
７

主

壬

あ

ぞ

も
、

搾
り

昼
や

撫
用

す
星

撞

構

に

よ
ｏ
て

措

描

畠

は

塑

化

す

基
。

Ｌ

か

し

査

が

ら

吟

接

へ
伽

期

摘

は

こ

粗

ま

た

撫

丸

自

も

抑

が

あ

晶
。

も

三

つ

撞

｛

イ
ン
＃
斗
－
ル
凹
０
Ａ
Ｄ
，
Ｍ
－

で

あ

晶
．

了

ナ

ｏ
グ

稽

場

卑

嚢

け

入

れ

苫

雄

態

で
、

｝
」
れ

ま

で

の

簸

瀧

瀞

と

晦

力

鞭

に

デ

ジ

争

ル

披

術

壱
薄
入
す
苫
こ
と
で
栽

柔

美

去

葦

を
皿
寧

遭
匂

塞

蹴
」
、

措
鞭

に
鞘

捷

惟

鶉

螢

垂

感
じ

き

埴

墓
、．

李

鋏
岬
蹴

鵬
は
小
撫

化
も
覇

瞭
擁
い
テ

⊥
、
だ
つ

た
、

魏

瑞

だ

が
，

葺

守

｛

下

ケ
孟

豊

五

、、
罰

註

披
善
凹
懐
錐

に
こ

琴

与

を
勘
み

込
ん
だ
ら
｝
一、
つ

苗
ゐ
た

書
「
，

善

箒

は
ジ

孝

－

冒

ラ
’

ド
帥
櫨

雛

で

あ

れ

ぱ

音

呂

に

蛮

わ

甚

帥
｝、
は

な

か

巧

巧

か
、

壱

ビ
｝
」
描

機

Ｌ

た
．

音

帥
怖
竈

は
エ
ピ

；
カ
ー

与

；

弄

ル
も
、

λ
力

誓

皐

タ
甘

三

竃

い
は
ポ

ー

テ

ム

右
ど
、
い

ず

れ
も

蘭

晶
型
に

箆
え

て
Ｌ

ま

う
、阯

苗

嚢
的

杜

対
群

な
ど

は

ほ
と

ん

ど

灘
魔

音

虹

な
か

毒

旧
で

あ
島

う
、阯

し

か

し
、

モ

れ

で

む
」

キ

千

｝

と

ユ

ｏ

ｏ

再
市

醤
を

聴

か

娃

て
い

西
。

葡

ヌ
ベ
ー

ス

や

構

エ

事

が

音

…

写

オ
に

と

ぞ

ど

助
擢

疲
藪

彊
な

的
か
，

箕

岨

軸
左
聖
登

鍾
陳
望

案
オ
主
万

室

あ
ギ
書

プ

で

お

島
．。

鞘

’

１

由

…

坊

西

い

は

辮

堺

は

争

撞

こ

号

し

た

閥

繋

霧
面
し
て
い
く
こ
と
に
壷

禽

挙

暮
。
し
か

し
亨
一
芸

学

孝

あ

雲

は
弐

毛

チ

芸

誰

噌
…
｝
㎞
い
・
つ
岨
－
蕪

珊

鞘
岬
垂
」
に

は
、

ム
，
旧

と
し
」
ろ

出
由
だ

曲
甜

の

｛

「
ジ
に
引
童
呈

義

が

ゑ
、
あ
碁
、
ポ
亨

豊

掛
、

牛
固

の

竪

婁

擬
て
、

そ
れ

憲

蓼

に
払

拭

す

塙

こ
山」
が

で

垂

た

が
、

藩

と

い

弓

も

仰

蛙

鵜

い
“
、

み

吐

け

れ

ぱ

分

か

ら

竜

い
ユ、

し

か

し

吉

が

ら
、
一
オ

ｉ
芋
イ
オ
ほ

接

尊

乱
良
け

れ
ぱ
」
と
い
｛

仰
耕

原
則

寸

は

あ

，
て
』
ヰ

巾
そ

れ

で

は

描

が

小

誉

∫
し
虹

嵐

い

嚢
土
春
」
と
鞘
わ
れ
る
と
、
「
ハ
主

と
は
響

套

く

い
巳

擢

鞘

畦

恐

い
ｔ

読

岳
箒

〇一「



」
－

盟

萎

嚢

－
、

議

、
・

瑞

嚢

葦

萎

．昔
，

雛
鐵
灘
鋸
織
浦
乃

幾
嫁
饗
繍
繋
ン
潔

竃
嚢
畷

購

翻

師

チ

ク
ノ

頸
シ

…

が

了

｝
ゴ

の

サ

千

貝

と

酵

を

寒

些

む

菱

た
、一

壇

邊

で

：

ｏ

ｏ

ｗ

の
拙

力

が

欝

む
れ

る

が
、

そ

の

甘

壬
ス

瞳

湘

弗

よ

そ
ハ
ガ

ヰ

大

で

簿

み

が

約

＃

㎝
、

璽

盤

は

７

；

ｏ

撃

一
用

芋

珊

ひ

ら

に

難

る
。

が
詰
㍑

紬
㍍
顯
雛

Ｂ
・

…

ｐ

ト

品
害
冒

Ｆ

ｕ

亭

ｌ
ｏ

口

Ｔ

Ｅ
，

ｈ

ｎ
ｏ

－

蔓

ｙ
で
南
鼻

才
－
君
オ
傭
号

青
・
嘉

雫

与

晶

嬉理

モヴンイラフ○邊竃

灘
憾

嚢
一
譲
鶉
嚢

嚢

嚢

嚢

議
轄
謹
轟
事
董

プ

報

固

識

騨

漉

舵

と
、

筍

会

適

職
肥

闘

憲

蝿

激
数
に
ま

事
舟
共
膜
襲
鷺
灘
囲
路
表

蒙

揮

湘
き

犯

小
鰻
他
排
襲
携
む
て
い
る
。

ア
ナ

ロ

ダ

橘

瞥

か

ら

鞠

漣

η

ン
官
り

ト

ヂ

ジ

タ
ル

欝
万
へ
岬

議

耐
と
…
－
て
軸
ユ

ｃ
、

ワ

｝
ぜ

ー
ト
撫
…｝
冊
柚
胤
旺
か

ら

火
榊
鴫
…
…
へ
的
湘
皿
渡

ト
一
フ
イ

バ
…
レ
」
Ｌ

て
旧

…

ｃ
、

そ

Ｌ

で

鐵

竃

薬

仰

キ

事

届
波
警

童
結

嘉
艦
蟹
巽
搬

澗
¶
Ｄ

Ｄ
コ
ン
パ

ー

芽

１

㎜

ユ

仁

な

ど

で
…
棚
｛
蝋
苗
」

れ

で
い

る

構

努

は

デ
ジ

亭

几

と

ア

ナ

ロ
グ

と

そ

墾

高

に
棉
芦
蔓

轟

つ
。

簡

搬

数

特
牲

は
乃

〔

か

ら

珊

珪

砒
、

ま

た

金

≡

■
…

」
」

曇

呈

％

と

ス

づ

苧

舳

に

も

珪

静

な

か

撞
川
臓
…
ら

し

い
凸

一
Ａ

拘

駄

］

サ

の

ア

ン
パ

ラ

｝

其

で
、

入

カ

ポ

リ
血

－

五

も

憐

え
一
」
い

晶
、

た

だ
、

醐
㍗
■
れ

た

サ

尤
ス
と
い

う
－
」
と

も
あ

込

ス

ピ

…

地

－

拙

力

錯

争
は

プ

ウ
貝

ド

ラ

干
パ
］

を

用
い

て
岬
撫

じ

込

み

武

で

－
系

織

で

壱
由
。

、

鯛

鰯，

繊

幾

一
瘤
護

幾
逆

蕊

縫
繊
鷲

嘉

鰯
祭
レ
裟

鑑
繊

従
蕪
帥
ア

事

の
火
辛
は
ヒ
ー

ｒ

葦

＃
と

簸

擦

だ

っ
た

が
、

Ｄ
Ａ

Ｄ

－

納

］

は

麗

機

飽

難

排

鵜

い
た

め

に
ヒ

…

ト

シ
ン

ク
的

泌

襲

が

な

い

踊
様
に
大
溺

巽

ワ
ｉ
ト
ラ

美

や
そ
れ
に
津

う

大

聰

凹

ケ

ミ
コ
ン

な
甘
」
も

秘

黎

在
い
ｏ

屯

ま

珀

の
小

蝦
叶

イ
ズ

に
驚

灘

昔
甘

ら

れ

石
、

鈴
蝋
榊
と

蛙
傘

く

菱

醐
点
…
い
な
鮒
…
み
点
ｏ
わ

ぜ
に

な

晃

排
、

り

琴

ｋ

蓑

の

プ

り

ア

ン
ヴ
、

ｃ

Ｄ

恵

ム
ｃ
乃
を
親

愛

器

せ
て
的
織
鱗
ほ
巷

一
嚢

譲

嚢

轟

議

嚢

嚢
譲
灘
麗

一

堆

艦

再

畜

お

せ

と

む

堪

碗
拭

ラ

註
貝
湘

悪

い
の

、

だ
邦
中

瞳
て
菩

叢

儘

糞

蔓

羨

珪
も

零

あ

晶
。

期

ヰ

と

簸

苛

と

Ｌ

た

サ

巾

ン

ド

で
、

臓

い

て
い

届

う

ち

に

τ

手

的

サ

イ
一
凪

や
形

態

蠣

こ

と

壷

忠

れ

て
Ｌ

ま

弓
。

灘

燦

旧
ハ
イ

三
、
イ

下

多

誰

蟹

墓

も
の
、
平
れ
以
ヒ
か
も
し
れ

在

い
皿

寵

金

に
モ

｛
コ

学

与

で

あ

る
た

め
、

柑
冊
帆
…
搬

ほ
山
人
嚇
此
に

嚇
…
聴
…
ら

Ｌ

い
、、

チ
ェ
ン
パ
ロ

が

神

ぴ

や

か

に

広

が

る

擦

平

な

ど
、

⊥
重
苦
」
に

大

捌
血
モ

ノ

ラ

ル

丁

ン
プ

推

み

帥

広

い

控

臓

憧

を

繕

じ

芭
」
唾

る
、

チ

ェ
ン

パ

ロ

も

壷

ヰ

火

蛤

を

搬
加

せ

る

く

ら
い
的

藪

心

の

鍍

い

嚢
雄

瞳

の

擦

昔

が

醐

艶

蝸

で

あ

届
。

や

や

薄

め

だ

が
、

翻

か

い

璃

を

出

さ

な

い
レ
」
い

一
童

茎

瑳
㍗

叢

轟
芯
蔓

轟

琴

ぷ

葦

離
灘
壷
感
じ

嘗

婁

望

く
よ
か
さ
、

探

‡
一
」

藁

雲

ど
官

錆

緯

の

躍

恵

を

感

じ

音

せ

る
、

蕪

も

か

嘗

や
と

為

導
レ
」
し

た

鮒
叩
わ

い

搬
岬
さ

な

戸
－
、
柑
蝋
虫
」
ム
一
な

る

襲

素

は

カ

ケ

ラ

も

惑

じ

音
せ

な

｝

セ
パ

レ
ｉ

シ
ョ
ン

が

奥

讐
」
と

が

ら

オ

ー

ケ
ユ

ト

事

も

広

が
珀
や
蝿
粁
善
耕
箆

讐
用
印
低
蛾
が
撃

麦

ケ

ー
ル

も

火

養

｝
、

薮

灘

と

Ｌ
一
」
は
火

ら

か

で

窮

蛾

昔

が

牡
い
。

太

太

鼓

竃

・
－

妻

ド

も

塞

は

す

ご

い

カ

で

ズ

シ

ン
盲
」
く

為
，

ナ
亡

あ

ア

ン

プ

で

は

糟

ら

れ

な

い

力

感
が

あ

る
。

欄

対

駒
に

簸

心

が

櫨

い
た

め
一

ス
カ
ッ
と

し

た

繊

け

の

よ

い
岨
冊
と

い
叶
つ
｝
」
と

で

賦

珪

い

が
、

呂

Ａ

ｃ

珊
’
ぜ

鱒
い
て
皇

爽
な
貝

滋

擦
陛
凹
織
さ
に
よ
る

陳
わ
い

讐

春
窮
舜

１貞「



醸

嚢

瑚

曲

議

鱈 繁

よ

「

。

皇

・

’

葦

繋

一
賊

≡

ｆ

デ
ジ
タ
ル
増
鰯
祇
ス
イ
ツ
ヂ
ン
グ
電
源
は
商
勲
率
撚

か
つ
ハ
イ
ク
オ
リ
轟
々
蓉
帯
咳
ン
ド
を
実
親
む
鰭
め
花

蒸
ペ

ヨ

風
キ

籔
課
吟
、

戴
議
鉦
い

鶯
斑

幾
姦
翻
愚
圭

撫
獲

餓
潔
汐
賞

穰
繊
漣

圏
竃

熟
で
い
蕃
。

綴
穰
嬢
澱
銚

鷲

黒
抄
嚢
燃
獅

訟
亨
、

混

孝

型
膏
抄
労
蟹
鰯

滋
婆
驚
艦

盛
咀

鑑
滋

鱒
劣
潔

董
擦

竃

艦
灘
レ
、

綴
瀧
鰭

課
業

鰯
頓
蟹
嬢
欝

象
講

娑

ｗ
苛
塾
嚢
磯

睦
繊
鱒
驚
咀

一
蓬

廼
鰹
景
舵
掻
窟

慈

蓬

翻
繍
鞠
麸
幾
鱗
燃
、

驚
鰯
翻
綴
鰯
鰯
騒
滋
瀞
顯
響
繋
案
灘
謹
轟
い
鷺
議
。

聾

畢

暴

繁
鰯

滋

マ

忠

サ

千
｝
、

一
ノ

ネ

苧

甘

号

Ｈ

ン

ド

シ

ス

テ

ム

凹

蝶

及

に

冊

、^
て
、

横

エ

ホ

・

ｉ

蜜

正
」
へ

…

貝

と

い

う

艶

煎

か

ら

中

ジ

タ
汕

ア

ン
プ

が

毘

瞳

童

れ
、

７
｝

プ

も

ア
十

螂
ゲ

が
一
〇
』
丁
一
ソ
甘
庇
へ
｝
］
構

朽

Ｌ

つ
巾

苗

轄

鋤
察

苧
見
に
、

小
測

軽

躍
で
大

蝿

力
が

轟
班

で

ま

る

デ

ジ

孕

几

ア
｝
サ

や

ス

イ

｝

干

｝

ゲ

髄

漉

は
、

］

皇

’
ｏ

寧

代

辛

ば

に
門
ｏ

報

ア

ン
プ
」

と

か

「
ス

イ
．
、
チ

ン

ダ

ア

ン
．

７
」
、

為

石

い

は
一

鐵

融

鷲

瀕
」

と

か
一
、^

ル

ス

鑑

源
」
｝
竈

寺

毫

で

構

場

し

て

一

崎

靹
盟
を

呼

ん
た

が
、

竜

興
的

壱
理
撫

で

あ
ま

均
蛙

亜

せ

ず
、

－

ｏ

呂

ｏ

杵

代

皿

僻

は
ハ
ィ

ワ
†

寸

可
－

一
干

オ

堺

か

ら

す
ｏ
か
肺
髭

崔

潜

出

て
Ｌ

ま
ウ
た
、

し
か
し

半
灘
林

や
固
錨
披
術
が

蓮
歩
し
、

チ
’
ツ

鑓
品
の
擶
灘

で
、
嫌
射

ノ
ヰ
ズ

を
描
ら

せ
塔
轟
瀞
陛

寵

製

が

揖

龍

と

盲
ｏ
た
。

鍛

逓

で
は

轟

鍛

†

ナ

ロ
ゲ

ア
ン
プ

に
擦
け

壮
い

鷲
能
と
轟

蟹
を

瑞
え
、
し

由

も

デ
ジ

虫

凧

了

一
フ

壷

ら

で

胆

の

メ

り
ツ

ト
ー
拙
摘

え

た

刊
鬼

い

ζ

」
鞭

時
！
研

デ

シ

事

ル
丁

ン
プ

が

構

鳩

Ｌ
、

丁
十

ロ

ゲ

麗

瀬

を

誰

欄

し

た

ス

イ

リ
乎

ン
グ

斑

瀕

も

耕

璃

Ｌ

て
、

ヂ

ジ

ケ

ル

ア

ン
プ

や

ス

イ

廿
千

ン

ゲ

継

瀕

を

毘

鐘

す
時

期

が

や
「
て

茜

た
、

モ
㌧
」
で

デ
ジ

歩

止
」
ン
プ

中

ス

＃

’

チ

ン

ゲ

篭

搬

を

喧

書

ら
い

し
、

漉

目

苗

れ

る

製

掃

群

壷
、

冊
批
奥
と

キ

叩

叩

シ
ョ
ン

で
紹

介

す

碁
。

評
炊
鱒
夢
禅
籔
プ

慧
肝
夢
嚢
滋
評
諒
プ

繋
紗
嚢
鍬

纏
欄
鰺
滋
寝
菱

璽
鰍

舞
淑
鰯
幾
舜
簸
繍
撚
滋
慾

義

怜

ア
一ノ
ザ

壷

概

に

と

西
Ｌ
」
、

礎

来

か

邑

南

島

丁
十

〇

ク

甲
ン
ゴ

は
、

囲

－

卸

よ

う

に

拙

カ

鍛

ト
、
ワ

ニ

ジ

貝

苧

；

凹

内

螂

糠

銚

症
・
Ａ

地

蟻

替
一
』
窮

癌

Ｌ

て

連

雑

軸

に

蛮

叱

普

せ
、

瞳

瀧

篭

撫

か

昌

ユ

ピ

ー

｛
；
に

競
批
る
篭
流
珪
制
御
す

脅

Ａ

融
ア
ン
プ

的

甥
音
は
、

出
力

さ
れ

た

轟

皆

以

一

砕

醐

蝿

融

仰

部

分

は

ト

ラ

ン

ジ

民
芋

ｉ

あ

篭

力

欄

喪
Ｌ
」
珪

為

た

め

、

二一、

－
帥

鞘

難

も

火

善

鰯纐

い
中

だ

か

も

ア

、
綱

㌶

㌶
粁

㎞

一
㎞

衛

源

と

尖

註

一

竈

，

．

必
浄
汐
け
雛

酬

別
棚
養
瑚
痘

寺

碁
し
」、

園

宝

聾
の

～

「
に
、

蝿

カ

段

繋

ト

琴
．
フ

｝
事
－
書
芋

蕃

轟

Ψ■一
嘉

い
、

遣
瀧

斑
瀕
壱

モ
岬

撫
銚
櫨

塑
牝
に

よ
サ
鍵
醐
し

て
、

λ

力
儀

薯
に

詞
応
し

た

拙
力
撞

曙
控

仰
打
舳

一
≡
切

が

丁

ナ
ロ

グ

Ｔ

ｋ
ブ
で

塾

由
箒

次
篶
形
総

飼

」

し^
ト

分

に
曲
閉
い
蛸
川
甜
帖
軸…
市
軸
輯
凹
肚

賄

以

－
｝
で

商

遭

凪

イ

ン
千

ン

グ

す

品
出

だ

か

も
門
典

イ

｝

乎

ン

グ
㍍
続
概
紙
飛
轟
簑

い

で

構

場

Ｌ

た

の

で
、
「
鐵

融

蝿

締

７

｝

プ
」

止

か

一
、
㍊
㌻

㌶
雛
誠
ポ
聾

巧

換

え

式

帥

議

糊
蝶

丁
ナ

旧
グ
岬」
リ
プ

は
、
「
當

綴

鋤

９血「
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王
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轟
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漁「
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…
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上
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．

．
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□

■
Ｈ
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、

一

帖 淋！「ｒ
直一

」ｌＬ

亙

一
、
∵

阜

、

、

、

、

－

一
一、

軸比晒｝ｏＰ

晦

ア
ン
サ
」

吐

か
「
碁

ま
フ

貝
了

ソ
プ
」
と

呼

ぱ

れ

て

ヂ

，

＃
此
了

ン
．ブ

は
、

描

カ

椴

誰

青

が

音

ン

と

渚

フ
と

い

｛

宝

段

描

鋤

確
、
一
著
い

擬

え

島

と

！

遼

撒

與

－
と

ｏ

に

瑞
塘

玄

由
鋤

作

を
す

碁

蠣
で
、
「
］

ピ
｝

ト

一
」
｝
プ
」
・
」
も

呼

ぱ

れ

届
．、

走

だ

し
・

あ

蟻

豊

は
、

鞍

で

撞

へ
晶

王

打

Ｍ

菱

…丁
…
ソ

甘
ル
押一
、一
ヴ

伽

み

を

ー
ビ
守
ト

丁

李

と

壁
山
メ

ー
土

工

｝
ヤ
…
ザ
）
と
、

聖
ｗ

Ｍ

カ

武

と

王

Ｄ
欄

苫

武

の

ヂ

シ

芋
ル

ア
ン

プ
ユ
柑

轟

祢

し
｝」
］
ぜ

’
ト

了

ン
プ

と

峨

志

メ

…
涜

…

サ

テ

イ

ン
ク

モ
；

ル

壱

ど
）
が

あ

る

旧

で
、
一．
…
担

世

ト

？

ン
プ
」
と

い

弓

蝉

ぴ

斑

は

誤

醐

を

蝿

昔

坤
古
・
い
、

音

、
」
で
、
｝
」
こ

で

は
「
ヂ
…
｝
中

ル

丁
ン

ヴ
」
と

い
七
工
菰
銅

に

描
一

す

葛

こ

と

に

す

竜
．．

ヂ

ジ

タ

些
」
｝
プ

肥

壊

缶

は
、

霞

力

段

岬

王

ワ
｝

ジ

其
＃

ー

や

芦

Ｅ
Ｔ

は
、

甘

ン
＾
飽

和

轍

態
｝
ま

た

は

甘
ワ
｛
遮
瑚

状
瀧
｝
と
い
う

湖
穂
端

の
献
蟻

で
瑚
い
、

モ
師

印

闘

椚

，
一
予

魏

作
錨
…
鱗

は

鑑

わ

竜

い
ｏ

こ

の

た

め
、

拙

お

毅

繁
、」」
の

！

テ

リ

舌
．
は

出

力
に
巖

讐

青

な
晶
し
、
オ

ン
／

オ
ワ
鋤
脩
虫
凸

で
、

オ

ン

し

て

難

流

が

流

れ

島

期

幟

は

嘉
，
十
に

髄

圧

が
ほ
と
ん
ど

か
か

ら
ず
、

電
瀬

襯
脹
が
芋
口
に
か
か

晶

ま

フ

期

粥

に

は

窺

銃

が

滞

れ

な

い
帥

で
、

館

畦

と

電
舗

の
轟

で
あ

岳
欝

力
欄

柴
軸

弗
瑞

に
少
萱

く
右

３
し
鵜
蝋
盤

が
激

減
し
、

髄
瀞
帥
翻
鞘
拙
撃

古
上
が

デ
ジ

圭
ル

下

｝
プ

的

出

カ

段

に

は
、

麺

茗

自

帥
宣

磁

源

で

シ
～
グ

ル

拙

力

の

力

武

と
、

図

皇
百
凹

－

斑

擢

で

ザ

ソ
シ
一」
プ
巾

型
一
て

テ

几

拙

力

方

式
、
つ

ま

ｏ

盲

ｒ

Ｌ

ド

ラ
イ

プ

流
武

が

あ

晶
。

］

篭

撫

の

揚

禽

に

Ｂ

Ｔ

Ｌ

ド

ラ
イ
、

フ

す

西

の

は

斑

流

分

を

キ
山、
ン

セ

ル

す

品

た

め

で
、

ド

ラ
イ
、

フ

固

蹄

に

主

り
，

崩

角

灘

柵

蕪

子
一
Ａ

と

Ｄ

允

よ

ぴ

鶯
Ｌ
」

圃
１
が

連
鋤
Ｌ
て

才

く
」
オ
フ
糊
御
ざ

む

萄
。

電

謂
一
方

武

は
、

ヰ

麓

瀬

｝
＝

麓

瀬

が

晶
、

襲

で

あ

、

肥

竈

壁
開
乎

耕

呈
、
瑞

望

鞘
…
距
、

呈

畜

固

ア

｝

、

副

一

曲

下

．
一

刷

几

咀

｝

由

二

吋

拙

卍

曲

サ

南

－

ユ

」
驚
胴
灘

灘

サ

を

召

丁

孔

撞

織

に

す

れ

ぱ

＾
ワ

ー

ア

サ
プ

で

善

岳

そ

れ

に

封

し

て

ー

櫨

欄

カ

武

は
、

が

旦

班

必

襲

で

由

る

が
、

一

つ
で

満

む
Ｌ」
い

弓

メ
り

，
ト

が

あ

甚
。

，

総
繊

繍

護
群
簸
賊
翻

鰻
い

鰯噛
畿
鎧

護

鰯
蟻
鰯

譲
霧
畿

鍵
徽
薙

記

歩

茸
荘

平

＃
サ

岨

坤
拓
毘

蜜
酬
聾
地
瓢

駐

蛙
、

團

義峯１霧濠
鞠

㍗葦１１薫祭禄落籔萎義
軸

掌罰萎１藩１１灘

ヨ

に

訳

す

…

方

武

が
あ

る
一、

ｐ
ｗ

抽

責

ル
武

輔
捷

調
〕
貯

武

は
、
一
振

轄

■
』

「
剴

珊珊
嚥
…
瞳
」
が

、
｛
止
切
パ

庇

貝
⊥｝」
副
川
い
、
。^

皿

武

珊

「
珀

醐
報
一
を
蕪
死
音

せ
て
憎
…
苫
レ
柑
ル

壷
喪
螺
す

る

方

式

で

あ

る
．

つ

ま

膏
、

稽

替

」
ペ
ル

が

犬

音

い

階

に

は
パ

ル

正

蝿

を

広

く
，

小

音
い
蹄
，
に

は

蠣

壷

搬

く

す

る

と

い

う

よ

弓

に
、

パ
忠

ス
旧

酵

覇

軸

五

的

輻

を

塑

牝

さ

せ

ゐ

的

だ
一．養

票

装
襲

轟

裏
蛙、
議

蕃
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「
蝿

購

…」
も

岡

じ
パ
几
耳

在

期
い
、
パ

軋
ス

卑

錦

蟹
一、

玄
伽
わ
ち
山

鎖

蝿
塵
を
蛮
化
苗
せ
て

簿

書

ペ
ル
を

毅
理
す

島
方
式

で
あ

量

吹

美

ル
鞘

に
は
パ
帖
凪

軸

密

瞳

を

商

め
、

小

レ
ベ
ル

時

に

は

密
陛

を

芥

げ

ゐ

と

い
一
「
よ

う

に
、
パ
ル

貝
切

撫

現

甥
礎

壷

コ
｝

ト

ロ
ー

ル

す

晶

帥

で

あ

基
．、

甲

Ｗ

Ｍ

は
，

描

踊

カ

掬

は

－

ぜ

ソ

ト

で

あ

岳

が
、

箒

貝
蝋
が

鞭
撒

妾

嵩

で
、

塒
聞
覇

方
南
は

嚢

個
、

す
な

わ
ち

荒

廿
ぜ
ツ
ト
で
あ
晶
一

そ
れ

に
弗
し
て

な

冊

で
、

リ

ア

ル

］

ピ

，
ト

だ

止

醒

う

人

が

母

㍗

で

は
ｐ
秤

拙
と

ｐ
犯
Ｍ

ほ
構
革

舶
に

撞
う

も

岬
な

肥

だ

ろ

う

誓

・

鍵

は
，

蝋

質

舶

に

は

嗣

じ

も

皿

蛮

的

で

あ

る
旧

槻

点
を

褒
え

塔
と
、
Ｆ
Ｄ
Ｍ
は

衛
万
レ
ヘ
ル
に
応

じ
て

宝

ヌ
仰
閥
引
壁

婁

寒
乱
た
も
軸
と

箆

婁

一

と

が

で

き

拓
古

大

レ
ベ
ル

時

は
パ
ル

凪
の

闘

引

謹

騨

を
繊

ら
し
、

小
し

奇

蝿
は
闘
引
昔

璃
を
璃

や
す
と

い

弓

わ

け

だ
竈

だ

か

筍

瑚

引

謹

し

た

欝

ｗ
は

堵

轟
、

蛮

聾

鐙

茜

聴
瞳

轟

襲
理

盲
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